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はじめに
　現在、私達の生活は様々な科学技術で支えられています。これら現在の科学技術は、
言わば少し以前の“過去の未来技術”が出発点となり、研究開発を経て私達の生活に
溶け込んだものと言えます。

　このように、少し未来の生活へ溶け込んで、当たり前のものとなり得る技術を、本
書では“未来技術”としています。このような未来技術が実際に普及実用化するため
には、多くのプロセスを経ていく必要があるため、過去には日の目を見なかった未来
技術もたくさんあったと思います。そのような数多の“過去の未来技術”の上に、現
在の科学技術が成り立っていると言っても過言ではありません。

　そして、それは現在から未来にかけても同じことです。

　そう遠くない将来に、私達の生活へ溶け込む技術へと繋がっていくかもしれない未
来技術が、いまも世界中のどこかで毎日発表されています。
　現在、どのような未来技術が世に出ているのか、そしてこれら未来技術が私達のも
とへ届くにはどのようなプロセスを経る必要があるのか。そういった情報を皆さんに
お届けしようというのが本書の主旨となります。

　本書は2024年秋～2026年春にかけて月刊I/O誌に掲載された記事を再編集した
ものを掲載しています。“これらの技術が生活に溶け込んだらどうなるだろう”と思
いを馳せながら読んでいただければ幸いです。

勝田　有一朗　
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図1-1　昔の予想とは違った形で未来に向かっている

　本書で紹介するのも、そのような「これからの暮らしに入りそうな技術」です。すで
に製品として身近にあるものではなく、いままさに研究が進められているもの、ある
いは実用化へ向けた工夫が重ねられているものを扱います。

　ここで大切なのは、未来技術を「特別な夢の話」として見るのではなく、「いまの研
究の延長にあるもの」として見ることです。未来の技術は、突然どこかからやってく

　「未来技術」と聞くと、空飛ぶ車や人型ロボットのような、まだ遠い世界の話を思い浮
かべる人も多いかもしれません。けれど、私たちがいま当たり前のように使っている技術
の中にも、少し前までは「未来の技術」と呼ばれていたものがたくさんあります。

　たとえば、スマートフォンで地図を見ながら移動すること、音声で機器を操作すること、
LED照明で少ない電力でも明るく照らすことなどは、いまでは特別なことではありません。
しかし、こうした技術も、最初から完成した形で現れたわけではありません。基礎研究があり、
試作品が作られ、少しずつ改良され、多くの人が使える形になって広がっていったのです。

「未来技術」は、 
遠い世界の話ではない

1-011-01
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　「
で
き
る
」と「
使
え
る
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違
う

　研究のニュースを読むときに、特に意識したいのが、「できる」と「使える」は同じで
はない、ということです。

　たとえば、「湿気で発電できた」「新しい接着剤で強くくっついた」「安全な材料だけ
で小さなカプセルが作れた」と聞くと、それだけでとても大きな成果に思えます。実際、
それは重要な成果です。これまで難しかったことが実現できたのなら、それは研究と
して大きな前進です。

　しかし、社会の中で「使える技術」になるためには、それだけでは足りません。性能
の高さに加えて、次のような条件も必要になります。

・安全であること
・安定して働くこと
・くり返し使えること
・量産しやすいこと
・価格が現実的であること
・必要とされる場面があること

　つまり、実験で一度成功したことと、誰もが安心して使える技術になることの間に
は、まだ大きな差があるのです。

図1-3　「できる」と「使える」の間には違いがある

「できる」と「使える」は違う
1-031-03
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① 何を解決しようとしているのか
　未来技術は、ただ「新しい」だけではありません。たいていは、いまある不便さや難
しさ、無駄や危険を減らすために研究されています。まずは、その技術がどんな課題
に向き合っているのかを見ることが大切です。

② 何が新しくできるようになったのか
　次に大切なのは、その研究によって何が可能になったのかを知ることです。これま
でできなかったことができるようになったのか、同じことをより安全に、より小さく、
より少ないエネルギーでできるようになったのか。ここを見ると、その研究の新しさ
が分かります。

③ 実用化までに何が残っているのか
　研究成果は、それだけで完成ではありません。実際に使われるまでには、まだどん
な課題があるのかを見ることも大切です。量産のしやすさや価格、安全性など、実用
化に向けてのハードルを知ることで、その技術をより現実的に理解できます。

　本書で紹介する技術は、分野も内容もさまざまです。空中に触れたような感覚をつくる
技術もあれば、湿気や熱を利用するエネルギー技術もあります。人と環境にやさしい素材
の研究もあれば、AIや量子コンピュータのような少し先の世界を感じさせる技術もあります。

　こうした幅広い研究を読むときには、共通して見るとよいポイントがあります。ここでは、
4つの見方を紹介します。

未来技術を見るときの 
4つのポイント

1-041-04
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電源なしで、明るさを段階的に変えられるブラインド
　2026年1月26日、国立研究開発法人産業技術総合研究所（以下、産総研）の研究グ
ループは、独自のナノ構造を利用した偏光シートを応用して、加工や設置が簡単で、
手軽に導入できる多段階調光ブラインドを開発したと発表しました。

　ここでいう「調光」とは、窓を通る光の量を調整することです。
　明るすぎる日差しをやわらげたり、まぶしさを抑えたりするために使われます。

　ここでは、新しく開発された多段階調光ブラインドが、従来の調光技術と比べてど
のように優れているのか、また、どういうしくみで動いているのかを見ていきます。

図2-11　新開発された多段階調光ブラインドの概要（産総研ニュースリリースより）

　部屋に入る光を、もう少し明るくしたい。まぶしいので、少しだけ暗くしたい。
　そんな細かな調整が、電源なしで手軽にできるブラインドがあれば便利です。
　ここでは、偏光シートとナノレベルの加工を組み合わせて、段階的に明るさを変えられ
る新しい調光技術を見ていきます。

すべらせるだけ 
多段階調光ブラインド

2-052-05
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製造とリサイクルが容易な水系準固体電解質を開発
　2025年8月5日、東京科学大学の研究チームは、「スライム」がキーワードとなる
新しい水系準固体電解質の合成に成功し、製造とリサイクルがしやすい世界初の「水
系準固体リチウムイオン電池」を開発したと発表しました（図3-21）。

　スライムといってもゲームのモンス
ターではなく、水を含んだやわらかい
ゲル状の材料のことです。流れる液体
と、固体のように形を保つ材料の中間
のような性質を持ちます。

　ここでは、従来のリチウムイオン電
池が製造やリサイクルの面でどのよう
な課題を抱えていたのかを確認しなが
ら、新しい水系準固体リチウムイオン
電池が、それらをどう乗りこえようと
しているのかを見ていきます。

図3-21　�水プロセスで電池の製造とリサイクル
を行う材料循環のイメージ（東京科学大
学プレスリリースより）

　電池は、私たちの身近な機器から電気自動車まで、さまざまな場面で使われています。
なかでもリチウムイオン電池は高性能で広く普及していますが、作るときの手間や安全性、
使い終わった後のリサイクルには課題がありました。ここでは、そうした問題をまとめて
改善できるかもしれない、新しい電解質の研究を見ていきましょう。

大気下でつくる新しいリチウム
イオン電池電解質

3-063-06
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